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　「内から外へ」というスローガンは、私が日本キャリア開発協会（JCDA）理事長に就任した

際に掲げたものです。2000 年の設立から 18 年が経過し、CDA 会員が 17,000 人を超える中、

キャリアカウンセリングの認知度不足や、会員がスキルを活かせる場を求める声に応えるため

に、能力を社会へ発信する新たな方向性を打ち出しました。能力開発（内）と能力発揮（外）

は切り離せませんが、社会の中でキャリアカウンセラーの存在意義を証明したいという強い思

いが込められています。

　2018 年の JCDA 北海道大会で「内から外へ」を訴え続ける決意を表明し、最初の具体化と

して「全国一斉無料リアルキャリアカウンセリング」を計画しました。しかし、直後に新型コ

ロナウイルスが世界を襲い、計画は大きく変更を迫られました。対面のイベントは困難となり

ましたが、「不安定な状況下だからこそ、自分の軸を見直して元気を取り戻してもらいたい」

という思いから、「全国無料オンラインキャリアカウンセリング」を実施する決断をしました。

全国の支部長と繰り返し議論を重ね、さまざまな課題を克服して、2020 年から３年連続で実

施し、計 1,043 名にご参加いただきました。

　この取り組みは、「内から外へ」の精神をさらに広げるきっかけとなりました。会員の間で「地

域社会に向けた活動をしたい」という声が増え、たとえば、がん患者のキャリア支援を目的と

した「りぼら」や「リレー・フォー・ライフ」への参加などの活動が加速。日本対がん協会様

との協働イベントは６年目を迎え、がん患者支援の意義を社会に発信する場として広がりを見

せています。また、自己探索ツール「人生すごろく『金の糸』～ golden thread ～」を活用し

た取り組みも進展し、３年目となる「金の糸アワード」ではキャリアカウンセリングの価値を

広く伝える発信活動が展開されています。

　こうした JCDA の大きな物語は、活動する会員一人ひとりの物語の結集です。それぞれの会

員が、なぜ「内から外へ」の活動を選び、何を感じ、学び、どう社会に貢献しようとしている

のか。この個々の物語こそが、キャリアカウンセリングの実践を通じて人生の意味を紡いでい

るのです。

　JCDA は今後も、会員が多様な分野で活躍できる場を創出し、キャリアカウンセリングを通

じて「つながりの幸福」を実現していきます。「内から外へ」というスローガンは、私たちの

活動とともに未来へ向けて成熟し続ける言葉です。今後ともご支援のほど何卒よろしくお願い

いたします。

ご あ い さ つ

大 原 良 夫
日本キャリア開発協会（JCDA）

理事長
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キャリアとは

キャリア

　皆さんは、「キャリア」という言葉にどのようなイメージを抱くでしょうか？
　キャリアを語るとき、多くの人は仕事における昇進や役職、職歴など、職業上
の成果を思い浮かべるかもしれません。しかし、キャリアという言葉には、もっ
と広く豊かな意味が含まれています。
　語源をたどると、キャリアはラテン語の「carraria」に由来し、これは「荷馬
車の通り道」や「轍（わだち）」を意味します。このように、キャリアという言
葉には、人がこれまでに歩んできた足跡や道のり、人生の遍歴を指す広い意味が
込められています。そのため、キャリアは単なる職業的な地位や経歴だけでなく、
個人の生涯や生活全般を見渡す視点を含むものと言えます。
　日本キャリア開発協会（JCDA）では、キャリアを「人生そのもの」と捉えて
います。この考え方では、仕事に限らず、家庭や地域社会での役割、趣味や学び
など、人生のあらゆる側面をキャリアの一部と考えます。さらに、キャリアは外
的キャリアと内的キャリアという二つの視点で捉えることができます。外的キャ
リアとは、職種や役職、業績など、履歴書や職務経歴書に表されるような客観的
な側面を指します。一方、内的キャリアは、自分が働く理由や意味、価値観など、
主観的で内面的な側面を示します。
　内的キャリアを意識することは、働きがいや生きる意味を見つめ直すことにも
つながります。人は「自分にとって何が大切か」「どのような人生を歩みたいか」
を考えることで、自分らしい生き方を選び取ることができます。
　キャリアは単なる仕事の延長線ではなく、人生そのものを表す言葉です。自分
の価値観や生き方に向き合いながら、キャリアを豊かに育むことができれば、そ
れは人生全体をより充実したものにしていくでしょう。

外的キャリア
（他者から見える）

学歴、知識・スキル、地位、職歴、給料　など

内的キャリア
主観的（その人なりの）意味

仕事観、価値観、やりがい、意味づけ、
興味、使命感　など
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キャリアカウンセリングとは

経験代謝

JCDAの考えるキャリアカウンセリング

　JCDAは、「キャリアカウンセリング」を仕事の
悩みや不安の解消にとどまらず、その人が自分らし
く生きるための方向性を探求していく広い取り組み
として位置づけています。キャリアカウンセラー
は、一人ひとりが持つ「ありたい自分」というエネ
ルギーに着目し、相談者の経験や語りの中にある独
自の意味やつながりを相談者とともに見出していき
ます。キャリアカウンセラーとの対話を通じて、相
談者は自己理解を深め、自分らしい生き方や働き方
を考えるきっかけを得るのです。JCDAのキャリア
カウンセリングは、急場しのぎの問題解決策ではな
く、人生全体を見据えた支援を提供し、相談者が自
らのストーリーを築くための信頼できるパートナー
となることをめざしています。

　JCDAが提唱する「経験代謝」とは、日々の経験を糧にする “学びの構造 ”を指します。人は、日々の出来事を
通じて「自分はこうありたい」という内なるエネルギーを無意識のうちに感じ、考え、行動しています。経験代謝
では、出来事を振り返り、その中に込められた感情や考えを内省し、「経験に映る自分を観る」というプロセスを
経ることで、自己理解を深めます。そして、それが新たな行動や選択を生み出す力を育むのです。JCDAでは、キ
ャリアカウンセリングの場を通じ、この経験代謝を促進することを重視しています。相談者が自らの人生を紡ぐ主
体として、自分らしい働き方や生き方を見つけられるよう支援することで、より豊かなキャリアと人生の実現をサ
ポートしています。

自己理解を
深めることで
自分らしさを
見つける

ありたい自分

人人 経 験経 験

経験の再現経験の再現

意味の実現意味の実現

意味の出現意味の出現

経験代謝サイクル
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CDAの能力要件

CDAとは

CDAの倫理基準

CDAのキャリアプラン

日本のキャリア形成はCDAが担う

CDA（キャリア・デベロップメント・アドバイザー）

　CDAが習得すべき12の能力は、キャリア支援にお
ける包括的なスキルを網羅しています。基本スキルに
よる信頼関係の構築、特定のニーズを持つ人々への対
応、倫理や法律の理解、キャリアデベロップメント理
論の活用、労働市場情報の提供、求職活動やトレーニ
ングの支援など、幅広い領域をカバー。また、プログ

ラムの管理・評価やサービスの普及・PRなど、個別
支援を超えた影響力を持つ役割も求められます。これ
らの能力を通じて、CDAは多様な社会課題に対応し、
相談者の人生の質を向上させる専門家として活躍しま
す。

　CDA（キャリア・デベロップメント・アドバイザー：Career Development 
Adviser）は、JCDAが認定するキャリアカウンセリングの専門資格です。設
立当初から更新制度を設け、専門家としての継続学習を推奨。これにより専門
性向上を図り、活動の推進につなげています。CDAは「人は誰でも『ありた
い自分』を持つ」という人間観に基づき、相談者の経験を振り返り、自己理解
を深めることで、自分らしい生き方や働き方を見つける手助けをします。現在、
約２万人のCDAが企業、教育機関、公共機関など幅広い場で活躍し、多様性
を尊重する社会づくりに貢献しています。

　CDAの倫理基準は、キャリアカウンセリング業務
の適正化と質の向上を目的に定められています。守秘
義務や差別の禁止、相談者の人格尊重、合意の確立と
いった基本原則を重視し、倫理的・法的遵守を徹底。
また、自己の能力を超える場合には専門家に相談し、

相談者の選択の自由を尊重することも求められます。
これにより、CDAは相談者の信頼を守りつつ、社会
全体に貢献する専門家としての役割を果たしていま
す。

　CDA資格の取得者は、JCDAが提供する研修や実
践の場を活用してスキルアップを図ります。具体的に
は、ウェルカムトレーニングやピアトレーニング、更
新講習などを通じて知識や技能を深め、実践を重ねる
ことで能力を磨きます。その先には、スーパーバイザ

ーやCDAインストラクターなど指導者として活躍す
る道や、企業や教育機関、公的機関などでのキャリア
カウンセラー、独立キャリアカウンセラーとして活躍
する道が広がります。

https://www.j-cda.jp/cda-qualification/work.php

https://www.j-cda.jp/cda-qualification/12_ability.php

https://www.j-cda.jp/cda-qualification/rinri.php

https://www.j-cda.jp/cda-qualification/careerplan.php
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会　員

グローバルな交流

広がる「つながり」

　JCDAの会員は、キャリアカウンセリ
ングを軸とした専門家や実務者、教育機
関関係者、企業担当者など、多様な分野
で活動するメンバーで構成されていま
す。会員は専門スキルの向上や最新情報
の共有を通じて、個人や組織の成長を支
援し、NPO法人として社会貢献に取り
組むコミュニティの一員として活躍して
います。

●全米キャリア開発協会（NCDA）
　JCDAは、2000年の設立当初よりNCDAの支援を
受け、キャリアカウンセリング分野の知識や実践を日
本に導入してきました。NCDAが提供する最新の理
論や実践に基づくリソースの活用や交流を通して、国
際的な視点を取り入れた質の高いキャリア支援の普及
に努めています。

●アジア地域での交流
　JCDAは、アジア太平洋キャリア開発協会（APCDA）
とも積極的に交流し、地域特有の課題やトレンドに関
する知見を共有しています。APCDAとの連携を通じ
て、アジア太平洋地域でのキャリア支援の発展と国際
的なネットワーク構築に貢献しています。

グ ローバ ルページ

JCDAのグローバルサイトでは、活動内容や国際連携、最新情報を英語で紹介しています。
詳細はhttps://www.j-cda.org/ をご覧ください。

CDA会員

20,225人

一般会員

13人
名誉会員

2人

研究会員

11人

https://www.j-cda.jp/about/ncda.php

会員の活動領域（複数回答）

0

n：6,838 大学・短大・専門学校・高等専門学校 18.4

 小学校・中学校・高等学校 4.0

 民間教育訓練機関 3.7

 公的就職支援機関（ハローワーク、ジョブカフェ等） 13.9

 民間就職支援機関（人材紹介会社、就職支援サイト） 7.2

 企業（人事・採用・研修分野） 25.2

 企業（人事・採用・研修以外の分野） 14.1

 NPO・非営利団体 6.1

 活動していない 22.1

 その他 8.5

5 10 15 20 25 30
（%)

�キャリア会員

1,627人

個人会員数個人会員数

21,87821,878人人
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過去から現在、そして未来へ
会報誌『JCDAジャーナル』で見るJCDAの歩み

沿革

2000
年

2001
年

2002
年

2003
年

2004
年

2005
年

2007
年

2006
年

2008
年 2009

年

2011
年

2010
年

日本キャリア開発協会（JCDA）発足

特定非営利活動法人 日本キャリア開発協会として設立 

全米キャリア開発協会（NCDA）の国際提携機関となる

厚生労働省「キャリア形成促進助成金
（職業能力評価推進給付金）

対象キャリア・コンサルタント能力評価試験」に
CDA資格認定試験が指定

第1回スーパーバイザー養成コース開講 

厚生労働省委託「働く若者ネット相談」事業開始

日本橋蛎殻町に事務所移転

経験代謝を発案、命名

働く若者応援フォーラム開催

関西事務所開設

JCDA設立10周年

『JCDAジャーナル』
最初の一歩

CDA第1期生
誕生！

「働く若者
応援フォーラム 2007」開催

JCDA 10 周年
「経験代謝」を初特集

支部地区・研究会が
制度化

ピアトレ、スタート！
PF 最初の募集告知

JCDA 5 周年
「働く若者ネット相談
事業」受託

◦�日本キャリア開発協会設
立記念　キャリアカウン
セリング・フォーラム
◦�ナンシー・K・シュロス
バーグ／キャリアカウン
セリングと人生における
“転機 ”
◦�祝辞　労働省能力開発局
能力開発課課長補佐 田
中誠二

（2000 年 12 月発行）

◦�第 1 回 CDA 資格認
定試験合格者座談会
CDA の今後と私の
抱負

◦ �CDA の資格更新制
度が始まる

（2001 年 2月発行）

◦�年頭所感
　�アジアに向けた新たな試みと、“CDAの立
場と役割の確立 ”を目指して

◦�特集　働く若者応援フォーラム 2007
◦�キャリアコンサルタント試験の技能検定化
について

（2008 年 1月発行）

◦�理事長年頭所感　新しい時代
に向けて さらなる飛躍のた
めの体制固めをする年
◦�特集　JCDA 座談会　キャリ
アカウンセリングとは何か

（2010 年 1月発行）

◦�第 2回通常総会が開催される
◦�研究会制度スタート、入会募集へ
◦�CDA キャリアカウンセリング実践
事例報告

（2001 年 8月発行）

◦�特集
　キャリアセンターの現状
◦�NCDA国際大会からの報告
◦ �J- カレッジからの近況報告
◦�ピアトレーニングのご案内
（2003 年 8月発行）

◦�特集　働く若者ネット相談事業
◦�NCDA大会報告
　�キャリアを捉える有効なツール
としてのキャリオグラム
◦�誌上セミナー　
　向上研修「逐語記録の検討」④
（2005 年 8月発行）

創刊準備号
（0号）

第28号

第34号

第3号

第1号

第11号

第19号

（敬称略）



9

発足以来、刊行を続ける『JCDA ジャーナル』。今に続く理念・組織・活動の歩みが見て取れます。

2013
年

福島大会

2012
年

2014
年

大阪大会

2015
年

名古屋大会

2016
年

東京大会
2017
年

九州・沖縄大会
2018
年

北海道大会

2019
年

広島大会

2020
年

2021
年

2022
年

2023
年

2024
年

2025
年

CDA 会員１万人達成記念大会

国家資格キャリアコンサルタント登録試験機関
および更新講習実施指定機関として

厚生労働省より登録認定 

人生すごろく「金の糸」開発・販売開始 

JCDA設立20周年

会員2万人達成記念大会

JCDA設立25周年

経験代謝新プログラム「共に生きる」開発
CDAスチューデント

資格創設

キャリアドックスタート

20周年記念イベント

大原理事長、
立野会長就任

スーパーバイザー
制度を立ち上げ

JCDA20 周年

「金の糸アワード2022」
の受賞者決定を報告

JCDAジャーナル
電子化

CDA会員 1 万人記念大会
東京ビッグサイトで開催

JCDA 15 周年
表紙画に HIRONOさん

◦�巻頭特集
　JCDA九州・沖縄大会 in 福岡 2017
◦�経験代謝レポート　～幸せの風は自己
概念から、CDAがよかろうモン～

（2017 年 11 月発行）

◦�スーパーバイザー制度の立
ち上げについて
◦�特別寄稿　中学生の健全育
成とキャリア教育
◦ �CDQ 掲載論文　ハップン
スタンス学習理論（前編）
ジョン・D・クルンボルツ

（2010 年 11 月発行）

◦�理事長年頭所感「JCDA
設立20周年を迎えて」

◦�シリーズ対談に NHK
キャスター有馬嘉男氏

（2020 年 1月発行）

◦�大学で自律的キャリアへ
の意識を育もう　CDA
スチューデント資格につ
いて

◦�キャリアカウンセラーの
専門性と倫理を考える

（2023 年 5月発行）

◦�シリーズ対談に厚生労
働省キャリア形成支援
室長・佐藤悦子氏
◦�特別イベント「キャリ
アドック担当 CDA 公
募前ガイダンス」

（2024 年 8月発行）

◦�JCDA大会 5.12「つながろうCDA 
つなげよう社会へ」～共に生きる～

◦�CDQ掲載論文　年次報告書
　�キャリア・カウンセリングおよび
デベロップメントの実践と研究

（2012 年 8月発行）

◦�巻頭特集
　�JCDA 座談会「経験代謝」を理解する
◦�キャリア戦線アラカルト
　�大学キャリア支援センター　就職活動支
援の現場から　時の洗礼に耐えたもの
◦ �JCDA 全国支部長会議の開催
（2015 年 5月発行）

誌面リニューアル
◦�キャリアカウンセラーは
アンカー役　最も「社会
正義」になり得る存在

◦�組織内キャリアカウンセ
リングの実践ポイント

◦�物語で読む「中高年の発達」
◦�メンタルヘルス対策Q&A
（2019 年 8月発行）
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特定非営利活動法人

日本キャリア開発協会

表紙の絵画のどこかに
「CDA」という文字が隠れています。

隠れている場所は、
上のＡ～Cのうちどこでしょうか？
正解者の中から抽選で１名様に

オリジナルグッズをプレゼントします。
（応募方法は本文40ページをご覧ください）
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特定非営利活動法人

日本キャリア開発協会

表紙の絵画のどこかに
「CDA」という文字が隠れています。

隠れている場所は、
上のＡ～Ｄのうちどこでしょうか？
正解者の中から抽選で１名様に

オリジナルグッズをプレゼントします。
（応募方法は本文44ページをご覧ください）
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キャリア支援の推進

キャリアドック（キャリアの定期診断）

キャリアカウンセリングルーム

個人向けキャリア支援

　JCDAのキャリアドックは、人間ドックのよ
うに定期的に自身のキャリアを見直し、成長を
サポートするプログラムです。オンラインによ
り実施し、特別にトレーニングを積んだCDA
が「かかりつけの専門家」として寄り添いながら、
強みや課題、ありたい姿を明確化。20年以上に
わたる JCDAのノウハウを活用し、ライフライ
ンチャートなどを通じて自己理解を深め、自分
らしい生き方や社会とのかかわりを見直す場を
提供します。働き方や人生の転機を迎える方、
自分らしい未来を描きたい方に最適です。定期
的なキャリア診断として、自身の経験を意味づ
け、次の一歩を考える大切な機会となります。

　JCDAのキャリアカウンセリングルームは、
個人のキャリア形成や課題解決を支援するため
のオンライン相談窓口です。専門のキャリアカ
ウンセラーが、職業選択やキャリアチェンジ、
働き方の見直しなど、多様なニーズに対応しま
す。安心して相談できる環境で、経験豊富な担
当CDAが内省を通じて自己概念を成長させ、
相談者自身が新たな一歩を踏み出せるようサポ
ートします。

https://www.j-cda.jp/careerdock/

◇職 業 選 択：�自分の価値観や興味を深く見つめ直し、適した職業やキャリアパスを探る
◇キ ャ リ ア チ ェ ン ジ：�これまでの経験やスキルを内省し、新たなキャリアへの可能性を見出す
◇働 き 方 の 見 直 し：�自分らしい働き方を考え直し、より充実したキャリアを構築する
◇キャリアビジョンの構築：�自己理解を深め、未来の方向性や目標を明確にする
◇ス キ ル ア ッ プ：�自己概念の成長を基に、必要なスキルや学びを見極める
◇職 場 の 人 間 関 係：�自分の役割や価値を再確認し、より良い関係を築くための方法を模索する
◇キ ャ リ ア の 停 滞 感：�自己内省を通じて新たな視点を得て、前向きな行動を見つける
◇リタイアメントプラン：�自分の人生観を振り返りながら、次のステージへの準備を進める

主な相談内容

2024年度 2024年度 実施実績実施実績

延べ延べ336336人人

https://www.j-cda.jp/your-own-career/ccr.php

ぜひ継続して受けたい
継続したい
93.6％

ぜひ継続して受けたい
継続したい
93.6％

とても良かった
良かった
94.9％

とても良かった
良かった
94.9％

今回のキャリアドックは
いかがでしたか？

キャリアドックを今後も
継続して

受けたいですか？
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セルフ・キャリアドック

キャリアカウンセリング

キャリア研修・ワークショップ

スーパービジョン

企業・団体向けキャリア支援

　セルフ・キャリアドックは、厚生労働省が推進する、
職場における体系的なキャリア支援制度です。企業内
で定期的にキャリアコンサルティングやキャリア研修
を実施することで、従業員が自身のキャリアについて
主体的に考え、将来に向けての方向性を明確にしなが
らスキルアップを図ることを目的としています。個人
の成長を促すと同時に、働きがいやエンゲージメント
の向上にもつながる点が特徴です。
　同制度の導入により、企業は人材の確保・活用だけ

でなく、従業員個々の能力や志向を把握し、個別性に
応じた育成や配置を行いやすくなります。その結果、
離職防止や職場定着の向上、さらには組織の生産性や
競争力の強化にも寄与することが期待されます。また
従業員にとっても、自身のキャリアを振り返り、将来
像を描く時間を確保する機会となり、自律的なキャリ
ア形成に向けた意識づけが可能となります。
　持続可能な人材育成の実現に向けて、多くの企業に
導入・定着が求められる制度となっています。

　キャリアカウンセリングは、従業員が内省を通じて自己理
解を深め、自己概念を成長させながら、仕事やキャリアに主
体的に取り組むことを支援します。専門のキャリアカウンセ
ラーが個別相談を通じて、個人の成長と企業の発展、そして
より良い職場環境の実現をサポートします。

　キャリア研修・ワークショップは、グループワークや対話
を通じて、参加者が自ら考え、語る中で内省を深め、主体性
や当事者意識を醸成する場です。一方的に知識やスキルを学
ぶだけでなく、相互交流を通じて自己理解や新たな気づきを
得ることを重視しています。このプロセスを通じて、個人の
成長だけでなく、職場における協働や組織の活性化にもつな
がります。

　JCDAでは、社内にキャリア支援者を配置している組織に
対し、スーパービジョンや研修を通じた支援を行っていま
す。これにより、カウンセラーが専門性を高めるとともに、
倫理的な側面を向上させ、質の高いキャリア支援を提供でき
るようサポートします。組織全体の人材育成や職場環境の向
上にも寄与します。

https://www.j-cda.jp/about/career-support/for_office.php

JCDA では企業・団体向けに、オーダーメイドでさまざまなプログラムを提供しています。
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キャリア教育・キャリアリテラシーの推進

CDA STUDENT

キャリア教育の推進

チェンジエージェントの輪を広げる

　CDA STUDENTは、大学生が自らのキャリアを主体的に考え、
キャリア教育の学習過程を経たことを証明する資格です。この資
格では、学生が自己理解を深め、「ありたい自分」のエネルギーを
原動力に、「内的キャリア＝その人なりの主観的な意味」を自覚し、
それを感じながら「外的キャリア＝社会での役割や実績」を創り出
すプロセスを支援します。資格取得者には、学びと成果を可視化す
るオープンバッジ（電子証明書）が発行され、就職活動やキャリア
形成に活用可能です。CDA STUDENTは、学生が主体性をもって
未来を切り拓くための第一歩を後押しする制度です。

https://www.j-cda.jp/cda-student/

共に生きる ～私の世界、世界の私について～
　「共に生きる ～私の世界、世界の私について～」は、
４日間にわたるワークショップ形式のプログラムで
す。参加者は、これまでの経験を振り返り、ライフラ
インチャートなどを活用して経験代謝を促し、自分の
価値観や「ありたい自分」を深く見つめ直します。ま
た、環境や他者とのつながりを意識しながら、未来を
創る主体としての意識を高めることをめざします。
　プログラムでは、グループによる創造的なワークを
通じ、多様なバックグラウンドを持つ参加者同士が対

話を重ねます。その中で視点や価値観を共有し、新た
な気づきや可能性を発見。他者とのつながりを深め、
共感や協働の力を育むことで、自分自身の成長と社会
への関与を再考する機会を提供します。
　このワークショップは、未来を創るチェンジエージ
ェントとしての意識を醸成し、参加者が自らの役割を
再発見することで、多様性を尊重し、つながりの中で
共に生きる社会の実現に向けた一歩を踏み出す場とな
ります。

https://www.j-cda.jp/event-lp/2023/live_together/

大手前大学
群馬県立女子大学　

国際コミュニケーション学部
沖縄女子短期大学 児童教育学科

CDA STUDENT 資格登録大学
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人生すごろく「金の糸」

キャリアカウンセリングの普及・啓蒙活動

https://www.j-cda.jp/goldenthread/

　「人生すごろく『金の糸』～golden thread～」は、
小学校時代からの経験をグループで楽しく語り合いな
がら、「自分らしさ」や仲間の「その人らしさ」を共
に考えることができる、すごろくゲーム形式の体験型
ツールです。京都産業大学の学生たちが、自分の進路
や自分らしさに悩む中で、「楽しく自己を見つめ直せ
る方法」を模索し原案を考案。それを JCDAが受け継
ぎ、「金の糸」という名前で実現しました。
　「金の糸」とは、自分の中にある「心の命」であり、「あ
りたい自分」をつなぐ大切なエネルギーを指します。
過去の経験を語り合い、それを金の糸でつなぐプロセ
スを通じて、自分の価値観や未来への希望を再発見。
語ることで自分の記憶や感情を呼び起こし、それを他
者と共有する中で「つながり」や「自分らしさの発見」、
そして「他者との違い」を深く実感することができま
す。
　「人生すごろく『金の糸』」は、学校、企業、地域コ
ミュニティなど、幅広い場面で活用されており、人生
の意味や価値を振り返り、未来を創造するエネルギ
ーを得る体験ツールとして高い評価を受けています。
JCDAでは「無料体験ワークショップ」を開催し、「金
の糸アワード」で優れた活用事例を表彰するなど、多
くの人がこのツールを通じて新たな発見を得られる機
会を提供しています。

ワークショップ参加者数ワークショップ参加者数

498498人人
2023年4月以降の累計2023年4月以降の累計

2024年度2024年度

「金の糸アワード」「金の糸アワード」
エントリー数エントリー数

5858 【内訳】�活動部門　30 【内訳】�活動部門　30 

企画部門　28企画部門　28

人生すごろく人生すごろく

ガイドブック

あなたのキャリアが
見えてくる
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ウェルビーイングの推進

労働局主催の両立支援推進会議への参加

他団体との連携や対外活動の推進

治療と仕事の両立支援

　　JCDAは、全国の労働局が主催する地域両立支援
推進チームの構成メンバーとして、会議に参加してい
ます。この会議は、治療と仕事を両立するための支援
策や課題を共有し、地域ごとの状況に応じた具体的な
取り組みを検討する場です。各県の両立支援推進メン
バーとして選出された会員が参画し、キャリアカウン
セラーとしての専門性を活かして支援体制の強化や働
きやすい職場づくりを提案。生涯安心して働ける社会
の実現をめざしています。 推進メンバーの発表の様子が佐賀労働局ウェブサイトに掲載されました

ジャパンキャンサーサバイバーズデイ2024に参加

長崎の有志CDAによるリレー・フォー・ライフ2024参加

●（公財）日本対がん協会とのパートナーシップ
　JCDAは、日本対がん協会との強力なパートナーシ
ップを通じ、がん経験者の支援に取り組んでいます。
毎年６月には、同協会主催のジャパンキャンサーサバ
イバーズデイに、JCDAとしてブース出展。11月に
は「働く世代のがん患者向けイベント～がんになった
経験を社会に活かそう」を共催。また、休眠預金活用
事業に採択された「りぼら（リハビリボランティア）」
事業を展開し、キャリアカウンセラーが社会復帰を支
援。安心して働ける未来を共に創造します。

●リレー・フォー・ライフへの参加
　「がん患者は 24時間、がんと向き合っている」と
いう思いを共有し、共に歩き、語らうことで生きる勇
気と希望を生み出そうという支援に賛同したCDA会
員が活動に参加しています。リレー・フォー・ライフは、
（公財）日本対がん協会が主催するイベントで、全国
各地で開催されています。

JCDA は、全国で治療と仕事の両立を支援するプログラムを展開。無料相談やワークショップ、全
国の労働局会議への参加を通じ、誰もが自分らしく働きやすい社会を推進します。

https://www.j-cda.jp/ribora/news/
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●オンライン30分無料相談
　JCDAの「オンライン無料相談」は、キャリアカウ
ンセラーが、治療と仕事の両立や職場復帰に関する悩
みに寄り添い、気軽に相談できる場を提供します。事
前予約制で、安心してご利用いただけます。

●会報誌での対談
　会報誌『JCDAジャーナル』やウェブサイトを通じ
て、社会課題に取り組む専門家と JCDA理事長との対
談記事を公開しています。この活動を通じて、社会の
多様な視点を広め、キャリア支援の可能性をより多く
の人に発信しています。

●更新講習の実施
　JCDAは、国家資格キャリアコンサルタントの更新講
習を通じ、多様な状況に置かれた方々を支援するための
スキルや知識を有資格者に提供しています。支援者自
身が成長し、「困難を抱える方々の力になりたい」とい
う思いを実現するための大切な学びです。

●患者向けプログラム
　～オンライン茶話会＆キャリアカウンセリング～
　がんなどの疾患の経験者が少人数で交流し、日々の
思いや悩みを共有できる場です。治療と仕事の両立支
援の経験が豊富なキャリアカウンセラーがファシリテ
ーターを務め、安心して話せる環境で新たな気づきや
仲間とのつながりを育む機会を提供します。
　希望や状況に応
じ、３回の無料キャ
リアカウンセリング
と組み合わせてご利
用いただけます。

●研究会、啓発交流会
　会員によって構成される研究会や啓発交流会を通じ
て、社会課題に対する調査研究や提言活動を行ってい
ます。会員同士が交流と相互研鑽を重ねながら、学び
を深め、その成果を社会や会員に向けて発信していま
す。

●企業向けプログラム
　治療と仕事の両立の啓発、理解促進のためのワーク
ショップや、患者向けプログラムへの「しごと体験」
の提供、伴走を通じて、参加企業が職場での受け入れ
体制や支援の仕組みを実践的に学べる機会を提供しま
す。患者への伴走経験が豊富なキャリアカウンセラー
が、職場環境の整備・改善を支援します。

●イベントの実施
　JCDAは、一般の方が気軽に参加できるシンポジウム
やセミナー、ワークショップも開催しています。テーマご
とに興味や関心を持った方々が集い、新しい学びや対話
の機会を創ることもCDAの重要な役割です。最新情報
は下記ウェブページでご確認いただけます。

JCDA は「りぼら（リハビリボランティア）」を通じ、がんなどの疾患の経験者の社会復帰に伴う
不安や課題を CDA が伴走しながら共に取り組む、新たな支援の形を提案しています。

JCDA は、キャリアカウンセラーの専門性を活かし、多様な場面での社会課題解決や支援活動に取
り組み、事業を通してより良い社会づくりをめざしています。

https://www.j-cda.jp/about/
hatarakikata/counseling.php

https://www.j-cda.jp/blog

https://www.j-cda.jp/ribora/
for-patiant/

https://www.j-cda.jp/
seminar_cat/consultant

https://www.j-cda.jp/ribora/
event_cat/for-patiant/

https://www.j-cda.jp/branch/
what-is-a-workshop.php

https://www.j-cda.jp/ribora/
for-company/

https://www.j-cda.jp/news.php

りぼらプログラム

アドボカシー
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専門家の輩出（資格試験など）

キャリア支援の専門家の輩出

国家資格キャリアコンサルタント

キャリアカウンセラー（CDA）

　2016 年の職業能力開発促進法の改定により、名
称独占の専門資格「国家資格キャリアコンサルタン
ト」が誕生しました。キャリアコンサルタントは、
労働者や求職者、学生などが自らのキャリアの可能
性を発見しながら適切な選択ができるよう支援する
専門家です。キャリア形成支援の質を向上させ、多
様なキャリアの実現を支援する役割を担っていま
す。資格取得者は企業、教育機関、行政機関などさ
まざまな領域で活躍しています。

　CDA（キャリア・デベロップメント・アドバイ
ザー）は、2000年に誕生した JCDA認定のキャリ
ア支援専門資格で、現在全国で約２万人が活動して
います。「ありたい自分」を軸に、一人ひとりの人
生の物語を尊重し、その人が大切にする価値観や方
向性を見つけながら、周囲や環境とのより良い相互
作用を生む成長を支援します。CDAは、相談者と
共に未来を描き、多様性を尊重しながら、つながり
と共生社会の実現に貢献する資格です。

JCDA は、国家資格キャリアコンサルタントの登録試験機関として、厚生労働省の認可を受け、キ
ャリア支援の専門家を輩出しています。

https://www.jcda-careerex.org/

厚生労働省「キャリアコンサルタントになりたい方へ」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/career_consultant01.html

第26～28回実受験者数第26～28回実受験者数

5,1885,188人人

第1回からの累計合格者数第1回からの累計合格者数

学科合格者数学科合格者数  29,41129,411人人
実技合格者数実技合格者数  28,86028,860人人

2024年度2024年度

新規CDA認定者数新規CDA認定者数

942942人人

資格更新者数資格更新者数

2,1622,162人人

2000年からの累計認定者数2000年からの累計認定者数

29,05829,058人人
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　社会の仕組みは「共に生きる」が基本です。これはスローガンではなく、人間性に根ざ
した自然な在り様です。
　「共に生きる」は、競争を排除するものではありません。競争は困難を乗り越え、能力
を獲得する原動力。しかし他者を打ち負かす為の競争は、やがて社会にひずみを生み、勝
者もその負担を負わなければなりません。
　人間誰しも求めることは「受け入れられる」こと。されたくないのは「排除される」こ
とです。「受け入れる」ことが「受け入れられる」ことでもあり、「排除する」ことが「排
除される」ことにつながります。「共に生きる」前提は、他者を受け入れ、他者に受け入
れられることです。
　一人の人間の心の中にも嫌いな自分、認めたくない自分など「受け入れがたい」自分が
潜んでいます。しかし、そんな「自分」も「受け入れられる」ことを望んでいます。「受
け入れがたい」他者は、「受け入れがたい自分」の他者に映った自分の影かもしれません。

「受け入れがたい」自分を「受け入れる」ことは、「受け入れがたい」他者を「受け入れる」
ことに繋がります。社会の仕組みと同様に、一人の人間としても「共に生きる」が基本です。
　人も、お金も、情報も国境を越えて様々な国の様々な人に伝わります。経済をはじめと
した様々な社会活動は、その国一国で完結されるものではありません。アジアの国々と「共
に生きる」日本、世界の国々と「共に生きる」日本であり、お互いに支えあい、受け入れ
あい、共に生きる時代です。
　若者が人口の大半を占めた時代、地位の上昇、収入の増大、ものに囲まれた豊かな暮ら
しが幸せを保証すると思えた時代でもありました。
　現在日本では 65 歳以上人口が全体の 23％、ほぼ４人に１人が 65 歳以上です。超高齢
化社会がすぐそこにやってきています。（注：2012 年当時）

　国の安全が保たれ、医療が進歩し、食料の心配が少なくなれば、日本に限らず、その国
はやがて高齢化の道をたどることになります。いきおい社会福祉の費用が増大し、かつて
の生産性を維持できなくなるかもしれません。
　かつて世界中どこの国も経験しなかったこの超高齢化社会の中で幸福に暮らせるための
仕組みやライフスタイルを受け入れ、「共に生きる」社会を実現したいと考えます。
　キャリアカウンセリングとは何か。それは「共に生きる」社会を実現することではない
かと考えます。

日本キャリア開発協会 会長　立野 了嗣

共に生きる

上記は、2012年 5月に行われた JCDA主催イベント「CDA
会員一万人達成記念大会」において、大会スローガン「共に
生きる」に寄せた JCDA理事長（当時）の文章です。
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講座・セミナーの実施（1）

キャリアコンサルタント更新講習

　国家資格キャリアコンサルタントは登録を継続す
るために５年ごとの更新が必要です。更新には、知
識講習（８時間以上）と技能講習（30時間以上）
の受講が求められます。JCDAの更新講習は、厚生
労働省のガイドラインに則り、JCDAが普及しよう
とするキャリアカウンセリングの考え方を軸に構成
されています。知識講習は通信講座で年８回（定員
420 名）、技能講習は対面やオンラインで全 26種
類を用意し、毎月 40～
50 講習を開催。キャリ
アカウンセラー自身の成
長を促し、実践に役立つ
考え方とスキルの習得を
めざしています。

・�知識講習
・�技能講習（カウンセリング）①（入門編）キャリアカウンセリングのメカニズムと条件
・�技能講習（カウンセリング）②（中級編）キャリアコンサルタントの意図性
・�技能講習（カウンセリング）⑤ジョン・D・クルンボルツの理論を活用したアプローチ
・�技能講習（カウンセリング）⑦認知行動療法のキャリアコンサルティングへの活用（3日間）
・�技能講習（カウンセリング）⑧自己理解支援ツールの体験とアプローチの習得A＜すごろくゲーム・学生版の活用＞
・�技能講習（カウンセリング）⑫ケース演習＜組織における個人の成長＞
・�技能講習（カウンセリング）⑬ケース演習＜働く人の心理学＞
・�技能講習（カウンセリング）⑮セルフ・キャリアドック制度【実践演習】
・�技能講習（グループ）①キャリアコンサルタントとしてのグループファシリテーション
・�技能講習（グループ）②キャリア開発研修体験とファシリテーション（2日間）
・�技能講習（グループ）③組織内キャリア形成
・�技能講習（アセスメントツール）ポータブルスキル見える化ツールを活用したキャリア形成支援
・�技能講習（対象別キャリアコンサルティング）③キャリアコンサルタントに求められる多様な性（LGBT等 /
SOGI）の理解と対応
・�技能講習（対象別キャリアコンサルティング）④キャリアコンサルタントに求められる仕事とがん治療の両立支援
・�技能講習（対象別キャリアコンサルティング）⑥心のバリアフリーと共生社会の実現に向けたキャリア形成支援
～発達障害と人間の多様性から考える～
・�技能講習（対象別キャリアコンサルティング）⑦就職活動を通じた学生のキャリア形成支援（3日間）

https://www.j-cda.jp/seminar_cat/consultant

https://www.j-cda.jp/pdf/seminar-schedule.pdf

2024年度の研修テーマ（一部を抜粋）

2024年度2024年度 開催講習数 開催講習数

582582

2024年度2024年度 受講者数 受講者数

12,48812,488人人
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スキルアップ研修

　JCDAのスキルアップ研修は、JCDAが普及
しようとするキャリアカウンセリングの考え方
を軸に、動画視聴やグループワーク、ロールプ
レイング、スーパービジョンなど多彩な学びを
提供します。参加者は、自身の興味や目的に応
じて、キャリアカウンセリングの進め方やスキ
ルを深めることができます。さらに、「人生す
ごろく『金の糸』」の活用について学ぶ研修も
実施。キャリア支援
に携わる方、資格取
得をめざす方、キャ
リアカウンセリング
を学びたい方など、
幅広いニーズに応え
る内容で構成されて
います。

・�キャリアカウンセリング・トレーニング 理論編
　～キャリアカウンセリングとは何かについて学ぶ ２時間の通信講座～
・�キャリアカウンセリング・トレーニング理論編Part2
　～事例を通じて自己概念の成長を考える２時間の通信講座～
・�キャリアカウンセリング実践編
　～逐語録作成＆スーパービジョンを３回実施、８カ月間にわたり学びを深める～
・�事例で学び直すキャリアカウンセリングPart １
　～相談者との関わりを具体的な事例を通して学ぶオンライン講座～
・�事例で学び直すキャリアカウンセリングPart2
　～相談者の悩みへの関わりを事例を通して学ぶオンライン講座～
・�人生すごろく『金の糸』を活用したキャリア形成支援の導入
　～組織内キャリア形成や、各領域におけるキャリア形成支援としての活用～
・�理事長特別ワークショップ　大原私家版「金の糸」
　～「自伝的記憶」「時間展望」「語り」というテーマを学習し、「金の糸」の魅力をより深く理解する～
・�サビカスの理論Ⅰ
　～「キャリアコンストラクションインタビュー」の進め方をデモンストレーションにて解説＆ペア実習～
・�サビカスの理論Ⅱ
　�～最新の「ライフデザイン・カウンセリング」、「キャリアアダプタビリティ」について講義とケース研究により
学ぶ～

https://www.j-cda.jp/seminar_cat/skill-up

2024年度の研修テーマ（一部を抜粋）

2024年度2024年度 開催講習数 開催講習数

2424
2024年度2024年度 受講者数 受講者数

1,0591,059人人
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講座・セミナーの実施（2）

キャリアカウンセラーの指導者の育成

　CDAやキャリアコンサルタントの指導者をめ
ざす方を対象に、経験代謝を軸としたケース概念
化能力、キャリアカウンセリングの知識・技能、
自己認識力の３大必須能力を養成します。半年間
のプログラムでは、集合研修６日間に加え、キャ
リアカウンセリングとスーパービジョンの個別サ
ポート（各２回）を実施。受講者は、指導者とし
て必要な技能だけでなく、自己理解の深化や学び
合える仲間とのつながりも得られます。

●2024年度の実施実績
　第 51 回　2024年 5月 11日㈯・12日㈰　6月 15日㈯・16日㈰　8月 31日㈯・9月 1日㈰
　第 52 回　2024年 6月 1日㈯・2日㈰　7月 27日㈯・28日㈰　10月 19日㈯・20日㈰
　第 53 回　2024年 8月 24日㈯・25日㈰　9月 21日㈯・22日㈰　12月 14日㈯・15日㈰
　第 54 回　2024年 10月 5日㈯・6日㈰　11月 16日㈯・17日㈰　2025年 2月 8日㈯・9日㈰
　第 55 回　2024年 11月 26日㈫・27日㈬　12月 10日㈫・17日㈫　2025年 3月 4日㈫・11日㈫

●2024年度の実施実績
　第 11 回　2024年 4月 27日㈯・28日㈰　6月 8日㈯・9日㈰
　第 12 回　2024年 7月 6日㈯・7日㈰　8月 17日㈯・18日㈰
　第 13 回　2024年 9月 15日㈰・16日㈪㈷　 10月 26日㈯・27日㈰
　第 14 回　2024年 10月 23日㈬・30㈬　12月 4日㈬・18日㈬
　第 15 回　2025年 1月 18日㈯・19日㈰　3月 1日㈯・2日㈰

　指導者として必要な専門性をさらに深め、相談
者の自己概念の成長を構造で捉える視点や、自身
の事例で自己概念の成長を伝える力を習得する４
日間の講座です。逐語録やロールプレイを通じて、
実践力を磨きたい方、「指導者候補養成講座」を
修了した方におすすめです。

https://www.j-cda.jp/seminar/leadership/seminar_review_si01-php.php

指導者候補養成講座

指導者候補養成講座マスター

JCDA は、CDA やキャリアコンサルタントの指導者を育成し、専門性と倫理を兼ね備えた支援者
を多様な領域で増やすことで、キャリア支援の質を高めています。

https://www.j-cda.jp/seminar/leadership/seminar_review_si02.php

2024年度 受講者数2024年度 受講者数 32 32人人

累計受講者数累計受講者数 376 376人人

2024年度 受講者数2024年度 受講者数 27 27人人
累計受講者数累計受講者数 87 87人人
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　JCDAの「プレミアムセミナー」は、自己概念の成
長を促し、「ありたい自分」を見つめ直すかけがえの
ない機会を提供する特別なプログラムです。４日間の
集合研修では、金の糸ワークやライフチャート記入、
グループでの経験の語り合い、個別キャリアカウンセ
リングを通じて、これまでの人生の道のりを深く味わ
い、仲間の人生から新たな気づきを得ます。さらに、

半年間にわたり日常の経験を振り返り、成長の方向性
を明確化します。このセミナーは、指導者をめざす方
にとっても重要な学びの場です。自己概念の成長を自
ら体験し、それを相談者や支援者に伝える力を養うこ
とで、当事者意識を共有しながら、キャリア支援を通
じた社会成熟の実現に貢献します。

　CDA養成講座を運営するインストラクターを育成する３ヵ月間のプロ
グラムです（９日間の集合研修と認定試験を含む）。グループワーク、ロ
ールプレイ、逐語録の実習、模擬講座の実演を通じて、経験代謝を軸にし
たキャリアカウンセリングの実践力と指導スキルを習得します。受講者は、
自己概念の成長や社会成熟を促す指導者としての役割を担うための能力を
磨き、認定試験合格後はインストラクターとして活躍が可能です。

　企業、教育機関、需給調整機関など、さまざまな現場で活動するキャリ
アカウンセラーを支援・指導する専門家を育成する８ヵ月間のプログラム
です。集合研修 12日間や実習、自宅学習を通じて、経験代謝を軸にした
キャリアカウンセリングのスーパービジョン実践力に加え、指導者として
の倫理や社会的役割を習得します。全米キャリア開発協会（NCDA）との
提携で設計され、修了者にはNCDAの修了証が発行されます。認定試験
合格後は、地域での支援や指導者として活躍が期待されます。

●2024年度の実施実績　第38回JCDA認定CDAインストラクター養成講座　2025年1月開講

●2024年度の実施実績　第29回・第30回JCDA認定スーパーバイザー養成講座　2024年9月開講

●2024年度の実施実績　プレミアムセミナー　2025年2月9日㈰・16日㈰、3月2日㈰＜フォロー2025年7月6日㈰＞

https://www.j-cda.jp/seminar/leadership/seminar_review_pr01-php.php

JCDA認定CDAインストラクター養成講座

JCDA認定スーパーバイザー養成講座

プレミアムセミナー「生きる真髄【経験代謝】で人生を切り拓く」

指導者候補養成講座マスター

指導者候補養成講座

プレミアムセミナー

JCDA認定スーパーバイザー JCDA認定CDAインストラクター

JCDA認定スーパーバイザー養成講座 JCDA認定CDAインストラクター養成講座

JCDAの指導者の養成体系図

JCDA認定JCDA認定

CDAインストラクターCDAインストラクター

5353人人

https://www.j-cda.jp/seminar/leadership/seminar_review_in01.php

JCDA認定JCDA認定

スーパーバイザースーパーバイザー

2323人人
（2025年4月末時点）（2025年4月末時点）

https://www.j-cda.jp/seminar/leadership/seminar_review_sv01.php
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会員ネットワークと活動支援（1）

支部・地区活動ほか

●設置目的
　全国に広がる会員のつながりを活かして、キャ
リア支援の情報交換や能力向上、相互研鑽、親睦
活動などを積極的に推進するために設置されてい
ます。

●活動概要
　支部会・地区会では、ウェルカムトレーニング
や研鑽のためのピアトレーニング、専門講師に
よる勉強会、地域イベントの開催などを通じて
CDAの活動を推進しています。

JCDA 会員は、全国９支部・33 地区のネットワークを通じ、仲間と学び合いながら、キャリアカ
ウンセリングで社会貢献をめざし、ボランティアで企画・運営を行っています。

■北海道支部
　札幌地区

■東北支部
　宮城・山形地区
　青森地区
　秋田地区
　岩手地区
　福島地区

■北関東支部
　群馬地区
　茨城地区
　埼玉地区
　栃木地区
　新潟地区

■東関東支部
　千葉地区
　東東京地区

■西関東支部
　西東京地区
　神奈川地区
　山梨地区

■関西・北陸支部
　関西地区
　北陸地区

■中国・四国支部
　四国地区
　広島地区
　岡山地区
　山陰地区
　山口地区

■九州・沖縄支部
　福岡地区
　長崎地区
　熊本地区
　大分地区
　宮崎地区
　鹿児島地区
　沖縄地区　

■中部支部
　東海地区
　静岡地区
　長野地区

　JCDAでは、支部・地区活動を支援するため「支部・地区運営ハンドブック」を発行し、活動支援費用
としてカフェテリアプランを導入。運営費や講師料、オンラインツールの利用料などに利用できる予算を支
給し、活動の円滑な推進をサポートしています。

活動推進のための施策

2024年度2024年度

支部会・地区会支部会・地区会

会合数 会合数 344344件件

参加人数 参加人数 6,3696,369人人（延べ）（延べ）
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支部の活動

北海道支部

　北海道支部では、「私たちキャリアカウセラーのた
め、また、いつか出会う相談者のため、更なるキャリ
アカウンセリングのスキルアップ、質の向上を目指し、
共に学びましょう。」をモットーに、2024年度は、ピ
アトレを中心に８回の地区会を開催し経験代謝の学び
を深めました。

東北支部

　東北支部は広大な面積であることも特徴で、５つの
地区・1,000 人弱の会員で構成されています。2024
年度も、支部長・地区長・各地区の幹事が工夫を凝ら
した企画を展開してきましたが、温かで緩やかな繋が
りを大事にしながら運営しています。

北関東支部

　2024年度、北関東支部内では地区会の開催が60回
を超えました。各地区の地区長と運営メンバーの皆さ
んの工夫の賜物でございます。ありがとうございます。
　2025年度も工夫を凝らした地区会が開催されます
ので、ぜひご参加ください。

東関東支部

　東関東支部は会員数が2,650名以上となり、全国で
３番目に会員数が多い支部になります。活動としては
対面での勉強会（講演など）のほか、オンラインでの
ピアトレを実施し、毎月活動しております。参加者の
方々からは非常にアットホームな雰囲気であるという
声もいただいており、他支部地区からの参加もしやす
いことが大きな特徴だと思っています。

西関東支部

　「継続的な学びと、ネットワーク作りに向けての場
の提供」をモットーに、各地区の幹事組織を中心に地
区会、勉強会を企画開催しています。2024 年度は計
36回開催しました。ウェルカムイベントは参加者か
ら次回幹事を募る方式で毎回趣向を凝らした内容にな
っています。

中部支部

　中部支部は、毎月どこかの地区にて、オンライン開
催も含めピアトレーニングや講演会など、工夫したイ
ベントを開催しています。CDA会員同士だからこそ、
率直な学びと交流から生まれるさまざまな「つながり」
で、皆さんを応援していきたいと考えています。

関西・北陸支部

　関西、北陸両地区、２府７県からなる当支部は、大
震災により深く傷つきました。けれど、そこから学び、
つながりのしあわせに向け活発に行動しています。会
長便り勉強会やピアトレの定期開催、ハイブリッドの推
進など支部内外で広く深く、学ぶ機会を創っています。

中国・四国支部

　2024年度は JCDAがめざす「内から外へ」の体制
づくりに各地区が奔走、いよいよ整ってきた感があり
ます。キャリア形成を担う私たちが「まずはつながる
ことができる場」が必要です。各地の特色を活かした
地区会運営をさらに前進させた「コラボ企画」も検討
中です。

九州・沖縄支部

　「自分の中にある “ありたい自分 ”が人をつなぎ、
場をつくり、未来をつくる」を支部のモットーとして、
本年度に1,700人を超えました。ウェルカムトレーニ
ングは支部が主催し、各地区の幹事が運営に参加する
ことで、ノウハウを共有し交流を図っています。
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●ピアトレーニングとは
　ピアトレーニングは、同じ目的を持つ仲間
（peer）がキャリアカウンセリングを共に学
ぶ場で、次の３つのプログラムがあります。
全国で開催され、JCDA会員は無料で気軽に
何回でも参加できます。

経験代謝ピアトレーニング
　経験代謝の概念から、『経験の再現』を意識したロ
ールプレイングを中心にしたプログラムです。相談者
の自己概念の成長へ向けて、悩み（ゆらぎ）に着目し
『経験の再現』の観点でロールプレイングを振り返り
ます。【いまここ】にいる相談者に焦点を当てて経験
を再現し、CDAにとってそのロールプレイングがど
のような経験だったかを学びます。

ピアワークショップ
　自分が行ったキャリアカウンセリングの事例を仲間
と共有して、情報交換もしながら、CDAとしての自
分を見て（関わりや自己概念）、気になる点を振り返
っていきます。単に事例を検討するだけではなく、自
身が担当したケースを通して、自分自身、また自分の
関わりを見つめることが特徴です。

金の糸ピアトレーニング
　「人生すごろく『金の糸』」を行い、小学校時代の好
きな教科や思い出に残る行事など、グループの中で経
験を語ることを通じて、【キャリアカウンセリングの
本質を体験】することができ、キャリアカウンセラー
としての自身の成長やキャリアカウンセリングの構造
を体験から理解します。

●ピアトレーニングの特徴
　JCDA認定のピアファシリテーター（PF）が進行
役を務める少人数制の学びの場。PFは参加者自身の
気づきを促したり、相互理解を深めたりするための促
進者です。参加者全員が主体的に関わり、安心安全の
場でキャリアカウンセリングについて学び合います。

会員ネットワークと活動支援（2）

ピアトレーニング

　ピアファシリテーター（PF）はオーディションに
合格したCDA会員で、無償のボランティアとして活
動しています。養成研修でトレーニングを受け、ピア
トレーニングで実践力を磨き、ブラッシュアップ研修
を通じてスキルアップを図っています。また、ピアフ
ァシリテーターアドバイザー（PFA）はPFの成長支
援や活動のバックアップに貢献しています。

ピアファシリテーター制度

ピアトレーニングは、会員同士が気軽に集い、主体的に学び合える特別な場です。認定ピアファシ
リテーターの進行で、経験代謝をベースとしたキャリアカウンセリングの実践力を高め、仲間とと
もに成長しながら新たな視点や気づきを得られます。

2024年度2024年度

ピアトレーニングピアトレーニング

実施回数 実施回数 258258回回

参加人数 参加人数 3,6643,664人人（延べ）（延べ）

2024年度2024年度

PF・PFA認定者数PF・PFA認定者数

  PF  PF 72 72人人

PFAPFA  3333人人
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研究会・啓発交流会活動

研究会とは

啓発交流会とは

　研究会は、各グループが設定した
研究テーマに対して、情報を収集し、
分析・検証した上で結論を導出し、
広く社会に対して提言していく活動
です。　　　　 ※現在は活動休止中です

●研究会の概要
　研究会では、会員が企業や地域、教育現場での課題を深掘りし、新
たな支援方法や視点を模索しています。多様なテーマのもと、経験代
謝を活用した実践的な検討や、最新情報の共有を行い、得られた成果
を報告書や提言を通じて社会に還元していきます。

　啓発交流会は、JCDA会員限定の
勉強会・交流会形式の場で、テーマ
に沿った相互研鑽を通じて学びを深
め、成果を共有する活動です。

●啓発交流会の概要
　2024 年度、JCDA が主催する啓
発交流会では、9つの会が多様なテ
ーマで勉強会を開催し、会員同士の
相互研鑽が活発に行われました。
　各会では、参加者が専門的な知識
を学びつつ、キャリア支援における
課題や可能性を議論し、学びを成果
として共有しました。オンラインと
対面形式を組み合わせた柔軟な開催
により、全国の会員が積極的に参加
し、キャリアカウンセリングの新た
な価値創造につながる場となってい
ます。

https://www.j-cda.jp/branch/research.php#S1

https://www.j-cda.jp/branch/research_news.php

　各研究会や啓発交流会では、座長がリーダーシップを発揮し、メンバーとの交流を深めながら議論を活発化。JCDAはウェ
ブサイトやメール配信を通じて、会員の知見を全国に広げ、キャリアカウンセラーとして社会課題への貢献を模索しています。

活動推進のための施策

●2024年度の啓発交流会
• �E01_ 企業キャリア啓発交流会＠名古屋
• �E04_ 障害のある方へのキャリア支援啓発交流会
• �E07_ セカンドキャリアのためのキャリコンの支援とその啓発
• �E09_ GCC（グローバル・グループ・キャリア・コンサルティング）啓発交流会
• �E13_ 企業人キャリア啓発交流会＠ZOOM
• �E15_ 学生支援を経験代謝で考える会
• E16_キャリア開発と日常と地域社会をつなぐ会
• �E18_ デジタル時代のキャリアコンサルティング
• �E19_ キャリア教育とCDA

2024年度2024年度

啓発交流会啓発交流会

実施回数実施回数 111 111回回

参加人数参加人数  1,7331,733人人(延べ)(延べ)
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会員ネットワークと活動支援（3）

会報誌『JCDAジャーナル』

91号（2024年５月発行）の主な記事
【対談】自己理解と知識を得て初めて多様な人の支援ができる（大妻女子大学 専任講師 
三好 真× JCDA理事長）　◆ JCDA会員向けアンケート調査結果報告　◆キャリア教育
をリードするCDA　◆CDA STUDENT導入事例　【誌上講座】キャリアカウンセラー
の倫理／若年者の就労問題・就労支援／キャリアカウンセリングのこんな場合どうす
る？／キャリアとメンタルヘルスの統合的支援　◆「研究会」成果報告

92号（2024年8月発行）の主な記事
【対談】ますます期待の高まるキャリコン 自己研鑽を自信に変えて活躍を（厚生労働省 
キャリア形成支援室長 佐藤悦子× JCDA理事長）　◆キャリアドック担当CDA公募前
ガイダンス　◆高校生キャリア支援とCDA　【誌上講座】倫理／若年者／こんな場合ど
うする？など　◆支部・地区活動レポート　◆海外イベント開催報告　◆NCDA『CDQ』
掲載論文　◆ACTION「内から外へ」仕事と治療の両立支援

93号（2024年11月発行）の主な記事
【対談】LGBTQのことを知って環境調整の役割を担ってほしい（NPO法人ReBit 代表
理事 藥師実芳× JCDA理事長）　◆誌上研修～キャリアドック担当CDAをめざす方へ
◆注目の新プログラム「就職活動を通じた学生のキャリア形成支援」　◆CDAインタ
ビュー～資格取得の経緯と活用　◆「金の糸アワード」にエントリーしてみよう　【誌
上講座】倫理／若年者／こんな場合どうする？など　◆著作本紹介

94号（2025年１月発行）の主な記事
【年頭所感】JCDA理事長 大原良夫／ JCDA会長 立野了嗣　【対談】CDAは越境学習の
入り口に最適 シニアはやりたいことを自由に（法政大学大学院 教授 石山恒貴× JCDA
理事長）　◆担当者が語る「物語ワークショップ」　◆CDA STUDENT資格シンポジウ
ム　【誌上講座】こんな場合どうする？／キャリアとメンタルヘルスの統合的支援など
◆支部地区合同会議　◆女性管理職を応援するリーダーシップ研修

2024年度の発行実績
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『JCDA ジャーナル』は JCDA 会員向けの機関紙です。キャリアカウンセリングをめぐる知見を広
げ考察を深めることによって、自身を見つめ直し、実践の場やスキル研鑽などに役立ててもらうこ
とを発行目的としています。2000 年の創刊準備号から 20 年以上にわたって刊行を続けています。

　従来より紙媒体として印刷してきた『JCDAジャーナル』は、電子媒体の発達および会員からの要望を
受け、92号からデジタル化しました。また、一部の記事をウェブサイトなどで一般公開することで、社会
へのさらなる認知度向上を図っています。

デジタル化および一般公開への移行
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キャリアコミュニティ

物語ワークショップ

キャリアドック特別イベント

特別セミナー

JCDA は、会員からなるコミュニティのありたい姿を「人の可能性を信じるヒューマン・ウェブ」
と名付け、その活性化とウィングを広げていくためのさまざまな活動を行っています。

　オンラインで開催される物語ワークショップは、会
員が自身のキャリアを描きつつ、相互につながりをつ
くる場です。

●2024年度の実施実績
•�「人の可能性を信じるヒューマン・ウェブ」（CDA 
松本文美子様）（�6月 30日）
•�「人の可能性を信じるヒューマン・ウェブ」（CDA 
松園あかね様）（9月 23日）
•�「『ケア』を通してのＣＤＡの自己成長」（臨床心理士 

水戸部賀津子様）（�1月 19日）
•�「シニアの生き方を考える」（マイナビミドルシニ
ア編集長 三好裕様／ユースキャリア研究所代表 高
橋浩様）（3月 30日）

　キャリアドックの普及・推進に関心を持つメンバー
の学習やモチベーション向上の機会を設けています。
一般向けイベントも併せて開催しています。

●2024年度の実施実績
•キャリアドック担当CDA公募前ガイダンス（�4月6日）
•Part.2（同一内容２回開催）（�6月29日/7月15日）

• �2024 年の振り返りと 2025 年に向けた展望（キャ
リアドックプロジェクト）（�12月 14日）

　2024年度は「HRテクノロジー」と「LGBTQ」な
どをテーマにセミナーを実施しました。

●2024年度の実施実績
•�キャリアフェスティバル「ケアってなんだろう？」
（CDA 村田隆之）（7月 7日）
• �HRテクノロジー×キャリア（一般社団法人
HRテクノロジーコンソーシアム 理事 民岡良様…

／ TIS株式会社 中田誠様）（�8月27日）
• �LGBTQ ×キャリア（認定特定非営利活動法人
ReBit 代表理事 藥師実芳様）（3月 10日）

2024年度 2024年度 参加者数参加者数

403403人人

2024年度 2024年度 参加者数参加者数

585585人人

2024年度 2024年度 参加者数参加者数  

429429人人

Web・メール・SNS等の活用
JCDA は Web や SNS、メール等を活用して多様な情報や活動内容を発信しています。

●Webサイト
　2024年度に小改修を行い、アクセス性を向上。協会
概要や研修の情報、会員の活動を随時発信しています。
●JCDA通信（blog）
　『JCDAジャーナル』の一部コンテンツを提供。今
後は会員の活動紹介を予定。

●SNS
•�公式 X（2024 年開設）では JCDAの更新講習等の
タイムリーな情報を発信。
• �Facebook（2011 年～運用）でもイベントや活動
情報を発信。

•�無料メルマガ「CDA友の会」を定期的に提供中。
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パートナーシップ

可能性の扉を開く

キャリア支援事業

メール配信サービス

他機関メディアでの情報発信

　JCDAは、学校や企業・団体向けにキャリアカウン
セリング、研修、ワークショップを提供し、キャリア
支援や支援に携わる人材の育成を推進しています。教
育機関ではキャリア教育や就職支援、企業ではセル
フ・キャリアドック制度の導入支援など、多様なニー
ズに応えています。

　JCDAは、CDAの活躍機会を広げ、社会への貢献を
高めるため、厚生労働省が推進する施策、企業や教育
機関の求人情報やキャリア関連講座の情報を提供して
います。この取り組みを通じて、CDAの就業機会を創
出し、キャリアカウンセラーの専門性を社会の多様な
領域で広く理解してもらうことをめざしています。

　JCDAは、インターネットやSNSの普及を背景に、
自らのオウンメディアだけでなく、他機関が発信す
る媒体にも積極的に情報を提供しています。これに
より、JCDAの活動やキャリアカウンセリングの重
要性を広く社会に発信し、理解を促進することをめ
ざしています。

JCDA は、キャリア情報の普及や学校、企業など多様な場面におけるキャリア形成活動を支援し、
キャリアカウンセリングの可能性を広げていく指導的役割を担っています。

●2024年度の主なメディア掲載実績
•�三井住友海上火災保険株式会社「人生 100 年
ラウンジ」（4月 1日〜）
• �SCSK株式会社「資産形成ラウンジ エフクリ」
（4月 1日〜）
•�キャリアバディマガジン（7月）
•��資格情報サイト『BrushUP学び』（11月）
•���情報サイト『スキルアップ研究所』（12月）
•�『日本講演新聞』社説（12月）
•�予約DX研究所『RESERVA活用事例』（12月）

2024年度2024年度

キャリアカウンセリングキャリアカウンセリング
実施実績実施実績

2525,,918918件件

2024年 12月 9日　日本講演新聞（第3051号）
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次世代を担う子どもの支援

他団体との共同開発やコラボレーション

　JCDAは、東京都教育支援機構（TEPRO）や
名古屋市教育委員会キャリア教育推進センターな
どの公的教育支援機関、ならびに同様の取り組み
を行う民間団体と協力し、未来を担う子どもたち
を支援する活動に取り組んでいます。

　JCDAは、キャリアカウンセリングの専門機関として、他団体と協力し、JCDA独自の「経験代謝」を反映した
プログラムの開発に取り組んでいます。

●2024年度の主な実績
•�国際ロータリー第2610地区インターアクト大会向け「人生すごろく『金の糸』」の実施（10月 20日）
•��川崎市立宮前平中学校の生徒にCDAの仕事を紹介（11月 13日）
•�宮崎県立宮崎大宮高等学校の生徒にCDAの仕事を紹介（12月 10日）
•��東京都立大泉高等学校附属中学校「OIZUMI AWARD」の支援（1月 11日）
•��名古屋市小学生向けキャリア教育プログラム「ミライトラベルDAY」への出展（1月 29日）
•��千葉県立磯辺高等学校 探究学習の支援（1月 27日）
•��クラーク国際記念高等学校 横浜キャンパス プレゼンテーションを支援（２月４日）

●2024年度の主な実績
•�「JPC × JCDA 女性管理職・リーダー研修（2 日間）」
　　第 1 回：7 月 11 日、7 月 12 日
　　第 2 回：9 月 30 日、10 月 1 日
　　�　公益財団法人日本生産性本部と共同で、女性管理職を応援するためのリーダーシップ研修を公開セミナー
として開発しました。本研修は、対面形式の集合研修で実施され、参加者一人ひとりが、自らの唯一無二の「キ
ャリア」を軸にリーダーシップの “基盤 ”に気づいていく内容となっています。参加者からは高い評価を得
ています。

講演・ワークショップの提供

　JCDAは、「内から外へ」をスローガンに掲げ、理念に共
感する多様なパートナーと協働し、講演会やワークショップ
など多彩なイベントを実施しています。2024年度は、がん
サバイバー支援やキャリア発達、治療と仕事の両立などに加
え、専門職のキャリア開発というテーマで交流の場を提供す
るなど、社会的意義の高いテーマで開催しています。

●2024年度の主な実績
• ���JAPAN CANCER SURVIVORS DAY 2024（6月 2日）
•�「これからのキャリア発達モデル～9つのテーゼ 第 1回 複線と伏線」（7月 3日）
•���「病気の治療と仕事の両立について～病気になっても自分らしさをあきらめない～」（9月 6日）
• ��Sansan Innovation Summit 2024　Special Meetup〜 Road to「経理マスター」（9月 13日）
• ��Working Cancer Survivor’s Day 2024（11月 20日、30日）

「ミライトラベルDAY」で小学生向けにワークをしました

Sansan株式会社のユーザー向
けイベントにて、公認会計士
YouTuber くろいちゃんねるの
白井敬祐さんと共にキャリアセ
ミナーを実施
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キャリアカウンセリングを社会インフラに

2024年度のハイライト

キャリアドックの本格デビュー

「人生すごろく『金の糸』」のさらなる広がり

CDA STUDENTの本格的スタート

スーパービジョン制度の開始

　JCDAのキャリアドックが本格稼働しました。2022
年までの「全国無料オンラインキャリアカウンセリ
ング」の経験を基盤に 2023 年にスタート。第１期、
第２期では 37人の CDAが担当し、149 人が参加。
2024 年は、さらなる展開に向け担当CDA公募オー
ディションを行い、第３期にはその中の 43名が担当

し、全国規模で展開。参加者は、自己理解を深め、自
分らしいキャリアの方向性を見出しました。この事業
は、CDAの活躍機会を広げると同時に、キャリアカ
ウンセリングの普及と質の向上に寄与。全国に広げる
基幹事業として、JCDAの未来を支える
重要な役割を担っています。

　2022 年に始まった「金の糸アワード」が３年目を
迎えました。2024 年度のエントリー件数は 58件に
達し、活動部門、企画部門ともに、多様な環境に置か
れた方々への温かな視点や課題意識が感じられる事例
が集まりました。「人生すごろく『金の糸』」を体験す
ることで、自分らしさを見つけ、未来につなげる力を

届けたいという応募者の想いが込められています。ま
た、『金の糸ガイドブック』を作成し、その魅力をさ
らに広げる取り組みもスタート。キャリアカウンセリ
ングを広く一般に伝えるこの活動は、会員とともに全
国的に育てていきたい大切なプロジェクトです。

　CDA STUDENTが本格的にスタートしました。こ
の資格は、大学生や短期大学生が自律的キャリアの基
礎を学んだことを証明するものです。2024 年３月、
沖縄女子短期大学が資格認定校となり、大手前大学経
営学部、群馬県立女子大学国際コミュニケーション
学部に続いて拡大。さらに、パーソルエクセルHRパ

ートナーズ株式会社の協力を得て資格普及活動を推進
し、12月には「100 年のキャリアを豊かに育むため
の学び」をテーマにオンラインシンポジウムを共催、
150名近くが参加しました。CDA STUDENTは、若
い世代のキャリア形成支援における新たな一歩として
注目されています。

　2025 年 2月、JCDAは会員向けに、JCDA認定ス
ーパーバイザーによる１対１のスーパービジョン制度
を開始しました。それまで研修プログラムの一部とし
て提供されていた体験機会を拡充し、キャリアカウン
セラーが個別性の高い学びを深められる場として新た
に提供しています。この取り組みは、キャリアコンサ

ルタントの自己研鑽と成長を支援するとともに、厚生
労働省が推進するスーパービジョンの普及や質の向上
施策とも連携。CDAの専門性向上に向けた重要なス
テップとなっています。

https://www.j-cda.jp/careerdock/

金の糸アワード
https://www.j-cda.jp/event-lp/
2024/goldenthread2024/

金の糸ガイドブック
https://www.j-cda.jp/wp-content/ 
uploads/2025/02/3d6c9fec 
275fecd98f950c6f24867fa3.pdf

https://www.j-cda.jp/cda-student/

https://www.j-cda.jp/super-vision.php
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2025年度以降の活動方針

未来への展望

キャリアドックの推進

活躍機会の創出

金の糸アワードとCDA STUDENTの展開

25周年記念イベント

　キャリアドックは、参加者が自分のライフラインチ
ャートを振り返り、強みや課題、ありたい姿を深く
考える貴重な機会を提供しています。参加者からは
「CDAとの対話を通じて自己概念に気づき、キャリ
アにポジティブな変化が生まれた」との声が多く寄せ

られています。定期的なカウンセリングが「かかりつ
けの専門家」として安心感を与え、自己成長を促す重
要な一歩となっています。今後は、全国 22,000 人の
会員の協力を得て、キャリアドックの価値を広く社会
に認識してもらい、さらに普及を進めていきます。

　2024年夏、東北大学工学部工学教育院のキャリア・
アクセラレーションプログラムに協力し、職業情報イ
ンタビューを実施しました。この取り組みは、CDA
がキャリアカウンセラーとしての専門性を軸に、多様

な背景や経験を活かしながら、人々の成長に貢献でき
ることを示しました。今後も、CDAが活躍できる新
たな機会を創出し、キャリアカウンセラーという職業
の可能性を社会に広めていきます。

　金の糸アワードやCDA STUDENTの取り組みは、
キャリアカウンセリングの価値を広く一般に伝える重
要な活動です。金の糸ワークショップは、CDAが活
動する場とは異なる「つながりの場」であり、参加者
だけでなくCDA自身にも多くの学びをもたらしてい

ます。これらの取り組みは、JCDA版越境学習の場と
して位置づけられ、会員の成長を促しています。今後
も多くの方に参加していただけるよう、普及活動を継
続します。

　2025年度は、JCDA発足から 25周年の節目の年で
す。この記念すべき年に、NPOとしての社会的位置
づけをさらに強化し、CDA会員同士のつながりを深

めるイベントを計画しています。これを機に、キャリ
ア支援の意義を社会に発信し、JCDAの活動を次のス
テージへ進めていきます。

　JCDA は設立から 25 年目を迎え、これまで培ってきたキャリアカウンセリングの専門性を基盤に、さらなる成
長と発展をめざします。設立 20 周年の際に掲げた「内から外へ」のスローガンを骨太にする方針として、活動

（Activity）、提言（Advocacy）、能力開発（Ability development）の３つのＡを策定しました。この３つのＡは
相互に作用し合い、JCDA の使命である「キャリア支援者の専門性を軸に、よりよい社会のデザインに貢献するこ
と」を具現化するための柱となっています。2025 年度以降もこの方針を基盤に、社会的意義のある事業を展開し、
キャリア支援の未来を切り拓いていきます。

　JCDAはこれからも「内から外へ」のスローガンのもと、キャリア支援を通じ

て個人と社会の成長に寄与していきます。それぞれの会員が自分の興味分野で活躍

し、新たな価値を創造できる場を提供し続けます。そして、キャリアカウンセリン

グを通じた「つながりの幸福」を追求し、より成熟した社会の実現をめざします。



＜お問い合わせ先＞

特定非営利活動法人 日本キャリア開発協会

【東京事務所】
〒 103-0014
東京都中央区日本橋蛎殻町 2-14-5 KDX 浜町中ノ橋ビル 4 階
TEL 03-6661-6221（代表）　FAX 03-5645-7170

【関西事務所】
〒 530-0047
大阪府大阪市北区西天満 5-9-7 西天満ユートビル 201
TEL 06-4309-6410（代表）　FAX 06-4309-6411




